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第 1 章 はじめに 

1-1．「経営戦略」の策定背景と目的 

下水道事業は、都市の健全な発展及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の

水質保全に資することを目的とした事業です。主な下水道の役割として、雨水の排除によ

る浸水防除（浸水被害の防止）、汚水処理による生活環境の改善（公衆衛生の確保）、公共

用水域の水質保全（水質汚濁防止による自然環境の保全）があります。また、下水処理の

過程で発生したバイオガス、下水汚泥等を燃料又は肥料として再生利用することで、資

源・エネルギーの創出に貢献しています。 

これらの下水道事業を実施している公営企業については、住民生活に欠かせない重要な

サービスを提供する役割を果たしており、将来にわたって安定的にサービスの提供を継続

することが求められています。しかしながら、保有する資産の老朽化に伴う大量更新期の

到来や人口減少等に伴う料金収入の減少等により、下水道事業を取り巻く経営環境は厳し

さを増す一方です。 

このような中、総務省では、中長期的な経営の基本計画である「経営戦略」を策定する

ことを各地方公共団体に要請しています（「公営企業の経営に当たっての留意事項につい

て」 平成 26 年 8 月 29 日付総財公第 107 号の通知）。 

また、策定した経営戦略においては、その内容に沿った取組等の状況を踏まえつつ、

PDCA サイクルを通じて、より質の高い計画となるよう、3 年から 5 年内の見直しを行

うことが重要です（「「経営戦略」の改定推進について」（令和 4 年 1 月 25 日 総財公第

6 号））。さらに、「新経済・財政再生計画改革工程表 2023」（令和 5 年 12 月 21 日 

経済財政諮問会議決定）において、公営企業が必要なサービス水準の確保を前提として取

り組む経営健全化の成果を測る指標として、「2025 年度までの経営戦略の見直し率

100％」や「収支赤字事業数」の減少が設定されています。 

このような背景を受け、当初の計画を見直し、計画的かつ合理的な経営を行うことで、

収支の改善等を通じた経営基盤の強化に努めていく必要があり、今後の下水道事業の“経

営健全化”を図るために、「池田町下水道事業経営戦略」を改定します。 

なお、改定にあたっては、総務省が取りまとめた「経営戦略策定・改定ガイドライン」

に基づき、作業を進めました。 
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第 2 章 下水道事業の現状 

2-1．下水道計画の概要 

 本町の下水道事業の概要を表 2-1 に示します。 

 

表 2-1 全体計画・事業計画の概要 

項目 全体計画 事業計画 備考 

計画処理面積 383.0 ha 383.0 ha 事業計画の値は 

令和 10 年度目標値 
計画処理人口 9,450 人 8,150 人 

高瀬浄水園 
6,400m3/日

dmax 

6,400m3/日

dmax 
既設：4/5 系列 

出典：池田町公共下水道事業計画変更協議申出書（令和 5 年度） 

 

2-2．整備の進捗状況及び施設概況 

本町の下水道整備は、平成 12 年度に一部供用開始を図り、現在においては、管路整備

は完了しています。また、処理場施設（高瀬浄水園）は、1 系列を残す 4/5 系列の施設が

完成しています。 

 

表 2-2 下水道事業の進捗率（令和 5 年度末） 

整備面積について 処理人口について 

整備面積 383 ha 処理人口 8,720 人 

【整備率】 100 ％ 【下水道普及率】 94.8 ％ 

（383ha/383ha：全体面積） （8,720 人/9,203 人：行政人口） 

出典：地方公営企業決算状況調査表 
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過去 10 年間の水洗化状況、整備面積等を図 2-１、2-２に示します。 

 

図 2-1 普及実績の推移（過去実績 10 年） 

 

図 2-2 整備実績の推移（過去実績 10 年）  
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2-3．経営・財政の状況 

（1）企業債借入額 

本町の企業債の発行額は、令和 5 年度で約 1 億 8200 万円と、年々減少しています。 

また、本町は資本費平準化債を多く発行しており、借入額の大半を占めているのが大き

な特徴です。 

出典：地方公営企業決算状況調査表 

図 2-3 企業債借入額の推移 

 

（2）企業債元利償還金 

 資本費平準化債の元利償還金は年々増加傾向にありますが、その他下水道事業債の元利

償還金については、近年、横ばいで推移しています。 

 未償還金残高については、年々減少しています。 

出典：地方公営企業決算状況調査表 

図 2-4 企業債償還金及び未償還金残高の推移 
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（3）下水道使用料及び有収水量 

平成 27 年度に特定環境保全公共下水道（南部処理区）を公共下水道（池田処理区）に

編入したことにより、平成 28 年度の下水道使用料及び年間有収水量が増加していますが、

以降は横ばいで推移しています。 

 

出典：地方公営企業決算状況調査表  

図 2-5 下水道使用料及び有収水量の推移 

 

（4）一般会計繰入金（他会計負担金、他会計補助金等） 

一般会計からの繰入金は近年安定傾向にありますが、今後は改築需要によっては増加す

ることが考えられます。 

 

出典：地方公営企業決算状況調査表より 

図 2-6 一般会計繰入金の推移 
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第 3 章 今後の見通し 

3-1．需要（人口・水量等）の見通し 

本町の行政人口は年々減少していくものと予測されており、下水道区域内の処理人口及

び水洗化人口も比例して減少すると予測されています。これにより下水道使用料及び有収

水量も年々減少していく将来予測になっています。 

表 3-1 整備人口、下水道使用料及び有収水量の見通し 

図 3-1 人口、下水道使用料及び有収水量の見通し 

 

  

2025 2030 2035 2040 2045 2050

R7 R12 R17 R22 R27 R32

行政人口 人 8,571 8,142 7,684 7,202 6,674 6,153

処理区域内人口 人 8,121 7,715 7,281 6,824 6,324 5,830

水洗化人口 人 7,611 7,230 6,823 6,395 5,926 5,464

水洗化率 ％ 93.72 93.71 93.71 93.71 93.71 93.72

年間有収水量 ㎥ 739,225 702,224 662,724 621,151 575,612 530,679

下水道使用料 千円 160,323 152,298 143,732 134,715 124,839 115,094

項目 単位
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3-2．投資・維持管理等の見通し 

（1）投資について 

今後の投資は、耐用年数（機械・電気設備：標準耐用年数 15 年）を迎える処理場施設

の改築・更新需要が発生します。 

また、管渠施設については、標準耐用年数（50 年）を経過する令和 25 年度より改築

の必要性が考えられます。今後の改築需要については、「下水道ストックマネジメント計

画」を策定し、健全度に応じた的確な改築・更新及び修繕等の必要性を検討し、投資の平

準化を考慮したスケジュール化を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 管渠の整備実績と今後の標準改築年度 

 

（2）維持管理について 

職員人件費の他、処理場施設の維持管理について、「包括的民間委託」を引続き行って

いきます。 

 

3-3．経営の課題 

下水道事業の経営は、施設の新設、改築等に要する投資の財源に、交付金を除いたほと

んどに地方債を充てています。この地方債償還費用のほとんどは一般会計からの繰入金で

賄っています。また、管理に要する費用についても、使用料で賄えない分を一般会計から

の繰入金で賄っています。 

地方債（借金）残高は減少しているものの、まだまだ多額の地方債を抱えています。 

今後、人口減少・少子高齢化が進んでいく中で、使用料収入の減少、処理場施設の改

築・更新費用が新たに発生します。 

このような背景の中、現状の水洗化率を少しでも向上させ、使用料収入の増収、汚水処

理原価の低減が必要となります。また、経営の改善が見られない場合は、適正な使用料単

価の見直しを行うことが必要となります。 

 

【下水道ストックマネジメント計画】 

H28 年度に国の支援制度創設。「下水道施設全体の点検・調査の方針及び点検・調査結果に基づく施設の

改築等に関する対策内容や対策時期等を定めるもので、リスク評価に基づく対策の優先順位付けを行い、中

長期的な視点から施設全体を計画的かつ効率的に管理する計画。」今後の改築事業は、この計画を策定する

必要があります。 

標準耐用年数：50 年経過 
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第 4 章 経営の基本方針 

4-1．基本方針 

本町の行政人口は年々少子高齢化が進み、人口も減少傾向にあります。 

このような状況下、快適で衛生的な生活環境を維持し、併せて公共用水域の水質保全を

達成・維持していくため、上位計画と整合を図りつつ、効率的な下水道整備を進めていく

と共に、持続可能な下水道経営に努めます。 

■基本方針 

1．水洗化率（接続率）の更なる向上 

2．的確な維持管理・点検、改築の実施 

3．一般会計繰入金に依存しない経営基盤の強化 

 

4-2．計画期間 

■計画期間 

「令和 7 年度～令和 16 年度」までの 10 年間 

 

計画期間は 10 年間ですが、毎年度の進捗管理（モニタリング）と社会情勢等の変化に

応じて“ＰＤＣＡサイクル”を働かせ、3 年から 5 年内の定期的な計画の見直し（ロー

リング）を行っていく必要があります。 

 

4-3．経営目標の設定 

持続可能な下水道事業の実現には、下水道施設の適切な維持と安定的な経営基盤の確保

が必要です。 

基本方針に基づき、本計画期間における経営目標を以下のとおり設定します。 

 

■経営目標 

1．経費回収率 100%以上（全ての年度） 

2．元利償還費（半期分）を賄う内部留保資金（令和 12 年度以降） 

 

経費回収率を常に 100%以上とすることで一般会計に依存しない収支状況を確立しま

す。また、半期（9 月と 3 月）ごとに多額の現金支出を要する企業債元利償還費を、借入

金等に頼ることなく賄うだけの内部留保資金の確保を目指します。 
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第 5 章 投資・財政計画 

5-1．投資・財政計画へ反映した取組内容 

投資計画は、処理場施設（高瀬浄水園）の改築・更新費用として調査・設計費及び各種

工事費を見込みます。令和 7 年度で高瀬浄水園改築に係るストックマネジメント（SM）

計画第１期が完了し、その後第２期・第３期として投資の平準化を図った整備スケジュー

ルを作成しました。 

また、国庫補助金の活用と建設改良企業債の発行により資金調達計画を策定し、投資試

算である“支出”と財源試算である“収入”の均衡を図っています。 

（1）投資計画（事業量） 

高瀬浄水園改築及びその他事業の事業費として、今後 10 年間で総額 6 億 4,690 万円

を見込みます。 

年度別の投資スケジュールを表 5-1 に示します。 

表 5-1 計画期間の投資計画（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）財源計画 

今後 10 年間の財源計画を表 5-2 に示します。 

表 5-2 財源計画（単位：千円） 

 
 

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

100,685 11,000 25,000 25,000 25,000 25,000 36,000 25,000 25,000 25,000

96,100 11,000 25,000 25,000 25,000 25,000 36,000 25,000 25,000 25,000

6,115 0 0 0 0 0 0 0 0 0

202,900 22,000 50,000 50,000 50,000 50,000 72,000 50,000 50,000 50,000

財　源

国庫補助金

建設改良企業債

内部留保資金

財源　合計

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

調査設計委託費 22,000 22,000

機械工事費 84,200 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

電気工事費 105,400

土木工事費 25,000 25,000 25,000

建築工事費 25,000 25,000 25,000

事業費　小計 189,600 22,000 50,000 50,000 50,000 50,000 72,000 50,000 50,000 50,000

調査設計委託費 1,000

機械工事費 3,300

管路工事費 9,000

事業費　小計 13,300 0 0 0 0 0 0 0 0 0

202,900 22,000 50,000 50,000 50,000 50,000 72,000 50,000 50,000 50,000

高
瀬
浄
水
園
改
築
事
業

そ
の
他
の
事
業

事業費　総合計

種　別

SM第１期 SM第２期 SM第３期
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5-2．投資・財政計画 
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投資・財政計画より、主要な数値をグラフにしたものを下図に示します。 

図 5-1 下水道使用料の推移（将来 10 年）  図 5-2 維持管理費の推移（将来 10 年） 

 

図 5-3 事業費の推移（将来 10 年）     図 5-4 資本費の推移（将来 10 年） 

 

図 5-5 企業債残高の推移（将来 10 年）  図 5-6 一般会計繰入金の推移（将来 10 年） 

 

図 5-7 純利益の推移（将来 10 年）   図 5-8 内部留保資金残高の推移（将来 10 年）   

（千円） （千円） 

（千円） （千円） 

（千円） 
（千円） 

（千円） 

（千円） 

（千円） 
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計画期間における主要な経営分析指標を示します（図 5-9～図 5-16）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-9 経常収支比率         図 5-10 累積欠損金比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-11 流動比率        図 5-12 企業債残高対事業規模比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-13 経費回収率           図 5-14 汚水処理原価 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-15 施設利用率        図 5-16 水洗化率 

 

第４章で設定した経営目標が全て達成できることが示されました。 
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第 6 章 効率化・経営健全化への取組 

6-1．事業の効率化 

本町の下水道事業は、農業集落排水施設や特定環境保全公共下水道区域の統合を行い、

現時点で事業の効率化を図ってきました。 

今後は、さらなる民間との連携や、長野県が管理する「犀川安曇野流域下水道」への接

続も視野に調査・検討を進めていきます。 

 

6-2．投資の合理化・平準化 

現在、ストックマネジメント計画に基づき、耐用年数を経過する処理場施設（機械・電

気設備）の改築・更新を実施しています。的確な維持管理・点検・改築計画のもと、改築

優先度を検討し、性能維持及び改築費用平準化並びに修繕費の抑制を図ります。 

 

 

6-3．水洗化率の向上（接続の向上） 

令和 5 年度末現在の水洗化率は 93.7％です。近年は 93%台で横這いとなっています。

今後は、人口減少も継続していく中で水洗化人口の増加を期待することは難しい状況が予

測されます。したがって、水洗化率の向上に向けた「広報・PR 活動」についてさらに工夫

を凝らし、戸別訪問の実施等の未普及対策をこれまで以上に推進します。 

 

6-4．組織の適正化 

事業の運営管理に必要な補完体制の確立のため、技術力の維持・継承を含めた適正な執

行体制を検討し、持続可能な事業の運営管理のために、職員の育成を実施していきます。 

 

 

6-5．使用料の見直し 

令和 5 年度末での汚水処理原価（汚水処理費〔維持管理費+資本費〕/有収水量）は 79.14

円/ m3、経費回収率（使用料収入/汚水処理費）は 270.04％となっており、現時点では安

定的な経営状態を保っています。 

しかしながら、人口減少、物価上昇に加え、一般会計繰入金の縮減が予想される今後に

ついては、水洗化率のさらなる向上による使用料収入の確保、修繕費や委託料等の維持管

理コスト削減により、汚水処理原価の低減・経費回収率の維持を図っていきます。 

それでもなお経営状態の悪化が見込まれる場合には、経営戦略改定時に使用料水準のあ

り方についての検討を実施します。  

☞ 将来の検討事項 

☞ 将来の検討課題 

☞ 実施予定 

☞ 実施予定 

☞ 実施予定 
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6-6．広域化・共同化 

現在、高瀬浄水園の機械・電気設備等の改築更新を進めていますが、それらの機器類が

将来再度老朽化した際には、高瀬浄水園を廃止し、長野県が管理する「犀川安曇野流域下

水道」へ接続することを検討しています（図 6-1）。 

また、隣接する大町市の農業集落排水事業の本町公共下水道への接続や、下水道事業計

画区域に隣接する地区に対する接続拡張といった広域化の方策も検討しています。 

 

 

図 6-1 本町下水道事業の広域化将来構想 

 

6-7．民間活力の活用（PPP/PFI） 

本町では、処理場の運転管理については運転管理からユーティリティ（電力・薬品等）

の調達、補修までを包括的に委託する「包括的民間委託」（レベル 3）方式にて維持管理を

行っています。 

現在国は、上下水道分野において、長期契約で「管理」と「更新」を一体的にマネジメ

ントする「ウォーターPPP」（レベル 3.5）方式という民間活力の活用方策を推進していま

す。 

管渠については、現在最も古いもので 32 年経過（標準耐用年数 50 年）したところで、

管渠の健全度はまだ高い状況にありますが、劣化状況の点検・調査を実施し、改築及び修

繕計画が示された中で、処理場及び管渠について「ウォーターPPP」方式の導入可能性を

模索していきます。 

 

6-8．その他、情報公開、進捗管理等 

下水道事業の経営状況は、住民からの使用料収入をもって経営を行うことを基本として

いることから、そのサービスの受益者である住民への「情報公開」を行っていきます。 

また、経営戦略に基づく事業の進捗管理（モニタリング）を毎年度行うとともに、“ＰＤ

ＣＡサイクル”を働かせることで軌道修正を図り、定期的（3～5 年ごと）に見直し（ロー

リング）を行い、併せて住民への「情報公開」も行っていきます。 

供用開始 SM第1期 SM第2期 SM第3期 50年経過

H12 R3-R7 R8-R13 R14-R18 R32

2000 2021-25 2026-31 2032-36 2050

※SM第1期、SM第2期、SM第3期：下水道ストックマネジメント計画

施設名 工種

高
瀬
浄
水
園

土木
建築

機械
電気

犀川安曇野

流域下水道

接続
設備機器等改築更新

☞ 将来の検討課題 

☞ 将来の検討課題 
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